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１．背景

一般社団法人 日本数学会 定款

（事 業）
第４条 この法人は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。
(1) 学術的会合の開催
(2) 学会誌及び図書の刊行
(3) 数学に関する図書及び雑誌の収集整備
(4) 数学研究の奨励及び数学に関する業績の顕彰

(5) 数学研究者の育成
(6) 数学研究の交流及び数学の研究成果の普及

(7) 社会における数学基盤の整備
(8) 数学の発展及び普及のための調査・研究
(9) 国内外の関連学会、諸団体との連絡及び協力
(10) その他この法人の目的を達成するために必要な事業

http://mathsoc.jp/compliance/teikan20110903.pdf
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１．背景

【出典】日本数学会パンフレット http://mathsoc.jp/pamph/2015/pamph.pdf
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文部
科学省

日本
数学会

1990 2000 2010 年

△「答申」大学院の
量的整備について

（大学院生倍増計画）
(1991年)

△数学イノベー
ションユニット
設置(2011年)

科学技術基本計画

科学技術△
基本法
(1995年)

△第1期
開始

(1996年)

ポストドクター等
一万人計画

（博士人材
育成に係る）

科学技術
政策指針

△第2期
開始

(2001年)

△第3期
開始

(2006年)
ポストドクター等
キャリアパス構築支援

△科学技術関係人材の
キャリアパス多様化促進事業(2008年)

△第4期
開始

(2011年)
数理科学を領域横断的
科学技術として位置づけ

産業界

△イノベーション創出
若手研究人材養成(2008年)

博士課程教育リーディングプログラム(2011年) △

博士就職
難問題
表面化

バブル経済
崩壊に伴う

研究者需要低迷

アンケート実施(2010年)△

数理科学振興WG設置(2011年)△

キャリアパスセミナー開催 (2012年～)△ △ △ △

社会連携協議会発足(2013年)△

△進路調査
実施(2014年)

△研究交流会
2014開催

2015

１．背景

オープンイノベー
ションの認知（産学
連携機運の高まり）

△「数学イノベーション
戦略」最終報告
(2014年)

数理を基盤技術
とする産業分野

の顕在化

ICTの飛躍的
進展に伴い第4次
産業革命の到来

第5期 △
閣議決定
(201６年1月22日)
超スマート社会
の実現

IoT、ビッグデータ
解析、数理科学、
AI、サイバー
セキュリティー
の基盤技術の強化

△研究交流会
2015開催

【出典】池川, 文部科学省委託事業「数学・数理科学を活用した異分野融合研究の動向調査」調査報告シンポジウム, 2016年2月20日開催
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２．社会連携協議会の発足

学の有識者
からなる

数理科学
振興WG

の発足

・産流の運営ノウハウ（効果的な
イベント開催、マーケティング、
選択と集中、PDCAサイクル
の実践等）の活用

・人脈の活用

「産」の有識者を巻き込む目的

2011年

産学の有識者からなる

社会連携協議会
の発足

2013年6月
・博士課程修了生

進路調査進路調査
・キャリアパスセミナー

/研究交流会等の
イベント企画・運営

・産業界における
数学振興

主な業務

若手数学者の産業界を
含む多様な分野への
キャリア構築支援を加速化

・オープンイノベーションの認知に
よる産学連携機運の高まり

・ICTの飛躍的進展に伴い数理科学
分野の高度な知識を必要とする産業
分野が顕在化（第4次産業革命の
到来を予見）

「産」の環境の変化

本日のトピック
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３．博士課程修了生進路調査

15%

12%

52%

7%

1% 4%
9%

【回答数】大学院数学/数理科学関係専攻の52組織
【調査対象】２０１３年４月から２０１４年３月までに博士後期課程を

修了した大学院生：１４０名（回答があった組織のみ）

高等教育機関（大学・高等専門学校等）
での研究教育職（任期無）

高等教育機関での
研究教育職
（有期）

高等教育機関での
PD・研究員・
非常勤講師（72名）

初等中等教育
機関での教育職

教育機関以外の
公的機関での
研究職

民間企業での
研究職（6名）その他

不安定な身分の
修了生が約半数

産業界への
キャリア構築
支援の強化・
加速化が必要

【参考】理学専攻博士課程修了者における

非正規雇用の割合：55.6%
「出典」文部科学省, ‘平成25年度学校基本調査
（速報値）の公表について’, 2013年8月.

【出典】池川, 文部科学省委託事業「数学・数理科学を活用した異分野融合研究の動向調査」調査報告シンポジウム, 2016年2月20日開催
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４．イベントの開催
2012

第１回2012年3月東京理科大学
（講演・個別相談会：１７社協力）

第２回2013年３月京都大学
（講演・個別相談会：20社協力）

第3回2014年３月学習院大学
（講演・パネル討論）

2014年10月東京大学

（講演・若手研究者による
ポスター発表/個別相談会：21
社協力）

2013 2014 201５ 2016 年

異分野・異業種
研究交流会

（双方向の交流）

キャリアパスセミナー

第4回2015年３月明治大学
（講演）

2015年11月東京大学
（講演・若手研究者に
よるポスター発表/個別

相談会/顕彰事業：

26社協力）

文部科学省「数学協働プログラム」支援事業社会連携協議会発足

参加者159名参加者128名

若手数学者

65名
中学・高校
教育関係者

5名
【出典】池川, 文部科学省委託事業「数学・数理科学を活用した異分野融合研究の動向調査」調査報告シンポジウム, 2016年2月20日開催
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●数学の思わぬ力（異分野への応用展開の可能性等）
の発見

●「産」へのキャリア構築に向けた動機付け

意識の高い
「学」の若手数学者

若手数学者に対し次のような機会を与える。

数学によりブレーク
スルーを期待する
「産」の研究者・
採用人事担当者

双方向の
交流

ポスター発表
個別相談会
情報交換会

５．研究交流会とは

顕彰事業に
よる活性化

目的

手段

【出典】池川, 文部科学省委託事業「数学・数理科学を活用した異分野融合研究の動向調査」調査報告シンポジウム, 2016年2月20日開催
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プログラム
11:00-11:05 開会挨拶

日本数学会理事長 小谷 元子氏

11:05-11:15 来賓挨拶

文部科学省研究振興局基礎研究振興課 課長 行松 泰弘氏

日本経済団体連合会 教育・スポーツ推進本部 副本部長 長谷川 知子氏

11:15-11:50 基調講演「先端産業技術と数学」

株式会社ニコン 取締役兼常務執行役員コアテクノロジー本部長 大木 裕史氏

13:00-14:30 協力企業・研究所紹介

14:30-16:00 若手研究者によるポスター発表

16:00-18:00 個別交流会 (若手研究者が企業ブースを訪問)

18:30-20:00 表彰式・情報交換会

基調講演

ポスター発表 個別交流会

情報交換会

数学・数理科学専攻若手研究者のための異分野・異業種研究交流会2015
日時：2015年１1月14日（土） １1：００～20：0０
場所：東京大学駒場キャンパス数理科学研究科棟

協力企業・研究所紹介

表彰式協力企業・研究所：2６団体（昨年21団体）
アイシン・エィ・ダブリュ、旭硝子、構造計画研究所、東芝、ニコン、日立製作所、富士通研究所
三井住友銀行、三菱東京UFJ銀行、鉄道総合技術研究所、海洋研究開発機構、産業技術総合研究所
理化学研究所、新日鐵住金、住友生命保険、大同生命保険、トヨタ自動車、日本アイ・ビー・エム
日本生命保険、日本電気、日本電信電話、日本ユニシス、BNPパリバ証券、マツダ、ヤフー
ライフネット生命保険

共催：日本応用数理学会、統計数理研究所「数学協働プログラム」(文部科学省委託事業)
東京大学数物フロンティア・リーディング大学院

後援：日本経済団体連合会

順不同

５．研究交流会とは

【出典】池川, 数学イノベーション委員会, 2016年1月20日開催
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参加者159名の内訳

学部

1

修士課程

15

博士課程

29

ポストドクター

10

特任助教

8特任講師

1准教授

1

大学

19

企業・研究所

65

中学・

高校 5

報道機関

2

省庁

3

一般
参加者
94名

若手
数学者
65名

（昨年128名）

第97回全国
算数・数学教育
研究（北海道）
大会参加者へ
配布

中学校や高等学校において夢ある若手数学
者の卵をご指導されておられる皆様にも、研
究交流会2015へご参加いただき、産業界に
おける数学やその知識を有する人材のニーズ
を把握いただくことを切に願っております。

研究交流会の参加人数は159名となり、昨年と比べて約25%増加した。
中学・高校教員に「数学履修生が産業界で活躍できる場」を知ってもらう
ために、中学・高校教育関係者への広報活動を新たに実施した。それが奏
功し関係者5名の参加があった。

５．研究交流会とは

【出典】池川, 数学イノベーション委員会, 2016年1月20日開催
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若手数学者の参加意欲の向上、並びに諸科学・産業との協働意識のさらな
る醸成をはかるため、諸科学・産業への応用可能性が高くもしくは今後高
くなることが期待される研究内容をわかりやすく発表したポスター発表者
を表彰する制度を設けた。

社会連携協議会委員および研究交流会に
協力した企業/研究所代表者からなる
選考委員会設置（計29名）
・委員長 高田 章氏（旭硝子）
・委員：産業界20名、大学関係者8名

選考委員に
よる投票

選考委員会に
よる合議

表彰式 選考委員長による講評

1

7 7 7 7

9

4

1

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 43名発表
（昨年39名）

受賞者 早大D3: 小野崎 香織氏

九大D1: 岡本 健太郎氏

東大M2: 梶原 直人氏

若手研究者によるポスター発表模様

ポスター発表者の学年・職位の分布

５．研究交流会とは

【出典】池川, 数学イノベーション委員会, 2016年1月20日開催
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35%

50%

11%

4%
大変参考に

なった

やや参考に

なった

あまり参考

にならな

かった

ほとんど参

考にならな

かった

アンケート回答者26名の結果

85%の発表者が
「(大変)参考になった」
と回答

・幅広いバックグラウンドの方々と
の交流により様々な分野の知識
修得の必要性を感じた
（ポスドク）。

・忌憚のない討論を通して、
自身が意識していなかった点や
企業のニーズを把握すること
ができた（特任助教）。
等

５．研究交流会とは

ポスター発表の若手研究者の声
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５．研究交流会とは

協力企業・研究所のアンケートにみる改善点

・発表内容の重要性、独自性、有効性を
わかりやく説明できる能力が必要。

・他分野の若手研究者と比較すると
プレゼンテーションスキルは低い。
キャリアパスの多様性を考えるならば、
大学の教育の一環として、
プレゼンテーションスキルを高める
機会が必要。
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http://www.shinsotsu.com/chemistry/

●日本化学会

化学系学生対象の
新卒就職サイト開設

協力企業：12社

・キャリア支援センター
設置(2007年）

・各種イベントを主催

●日本物理学会

一部の理学系学会においてもキャリア構築支援活動を行っている。日本物理
学会でも産学連携による「異分野異業種交流会」を今年はじめて開催した。

http://k2.sci.utoyama.ac.jp/career/
purpose.html

2017年度募集
企業：50社

５．研究交流会とは

【出典】池川, 数学イノベーション委員会, 2016年1月20日開催
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６．到達点と課題

●到達点
・キャリアパスセミナー/研究交流会の企画運営

スキームを確立
・若手数学者の弱みの把握

（全体的にプレゼン能力が低い等）
→就職活動時の大きな障壁

●課題
・自立的事業運営を可能とするビジネスモデル構築
・事業の効果を可視化する仕組作りと

費用対効果の検証
・若手数学者の弱みの改善施策の立案

【出典】池川 隆司: " 数学履修生のキャリアとそのデザイン", 数学セミナー増刊号
2016年3月
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●研究交流会2016

開催月：11月（予定）

開催場所：明治大学

７．今後の取り組み

●前述の課題を解決する施策立案とＰＤＣＡ

サイクルの実践
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